























































ら い き し ほ ん そ ぎ
記子本疏義 第 59」である。儒教の経典の
一つである「礼記」の注釈書で、唐代（7 ～ 10 世紀）の写本
とされている。1952 年に国宝に指定された。今回、この資料
については動画のコンテンツを作成した。
　一口に Web 上での展覧会といっても、多様な形がある。資
料の画像をメインとしたものや、資料の展示風景を映しそれ
を学芸員が解説したもの、館内の風景を撮影しそれを見て展
覧会場にいることを追体験できるようにしたもの等々、動画・
静止画を問わず様々であろう。
　今回の企画では、資料の画像（静止画）が大部分となったが、
いくつか変化をつけたものも作成した。そのうちの一つが「礼
記子本疏義」の動画である。この動画では、資料の要所要所
を解説しながら、巻物である本資料を最初から最後までスク
ロールさせ、資料全体を体感できるような形にした。巻物を
実際に端から開いて見ている感覚を持ってもらうことを狙い
としている。
　その他、なかば「絵解き図」ともいえる「芝
しらんどうしんげんかいず
蘭堂新元会図」
では、画の中の登場人物たちをクローズアップして紹介して
いる。また、坪内逍遥の『当
とうせいしょせいかたぎ
世書生気質』では、その挿絵に
ついて、逍遥が描いた下絵と刊行時に掲載された挿絵を比較
するなど、高精細画像を駆使し、表現の方法を探ってみた。
なお、資料の解説は全て日英併記とした。
　資料の紹介をメインとした Web 上での展覧会は、大枠とし
ては従来からあった形ではあるが、現在では、飛躍的に進化
した機能を取り入れながら、そこから新たなコンテンツを考
えていくことがより重要である。その意味で、「図書館の貴重
資料」展については、今後も資料を増やしつつ、魅力的なコ
ンテンツを作っていくことを目標としていきたい。
◆おわりに
　以上、バーチャルミュージアムにおける図書館貴重資料の
紹介について、そのページ作成の経緯等も含め報告した。
　他機関の一部の資料は、IIIF に対応したビューワで見るこ
とが可能となっているが、図書館資料も、今後はそのような
国際規格への対応なども視野に入れた公開が考えられる。
　現時点ではそれらの機能を十分に生かしきれていない面も
あるが、図書館資料が持つ特性に合った形で今後も活用し、
大いに情報を発信していきたい。
※バーチャルミュージアム URL:
　https://archive.waseda.jp/archive/vm-top.html
※早稲田大学文化資源データベース URL:
　https://archive.waseda.jp/archive/
「礼記子本疏義」動画コンテンツの一場面
坪内逍遥画『当世書生気質』挿絵下絵 塾舎の西瓜割り
長原止水画『当世書生気質』掲載時の挿絵
